
　
町

制
施

行
５

０
周

年
記

念
町

民
ふ

れ
あ

い
ま

つ
り

が
９

月
６

日
、

道
道

乙
部

港
線

内
で

開
催

さ
れ

ま
し

た
。

　
来

年
３

月
２

６
日

の
北

海
道

新
幹

線
開

業
P

R
と

し
て

、
管

内
各

町
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
シ

ョ
ー

が
行

わ
れ

子
供

た
ち

は
大

喜
び

。
　

地
元

特
産

品
即

売
会

、
ヒ

ラ
メ

の
つ

か
み

獲
り

、
寺

島
三

姉
妹

民
謡

シ
ョ

ー
、

恒
例

の
景

品
入

り
も

ち
ま

き
、の

ど
自

慢
大

会
や

町
民

綱
引

き
大

会
等

が
行

わ
れ

、会
場

は
活

気
に

あ
ふ

れ
て

い
ま

し
た

。
　

秋
の

夜
長

、
美

味
し

い
食

べ
物

と
お

酒
で

会
話

も
弾

み
、

皆
さ

ん
楽

し
ん

で
い

ま
し

た
。

平
成
27年
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　乙部町表彰条例に基づく表彰式が、１０月１日午前１１時から乙部町公民館で行われます。
　この表彰は、長年にわたり乙部町の行政や経済、産業、文化、社会、福祉、その他各施設にわ
たって町の振興に寄与し、町民の模範と認められる方々に贈られるものです。

平
成
二
十
七
年
度

乙
部
町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
受
賞
者
の
ご
紹
介

　

平
成
十
一
年
十
二
月
よ
り
町

選
挙
管
理
委
員
会
副
委
員
長
、

平
成
十
五
年
十
二
月
よ
り
同
委

員
長
と
し
て
、
政
治
及
び
選
挙

に
関
し
、公
正
な
識
見
を
有
し
、

豊
か
な
経
験
と
優
れ
た
指
導
力

を
発
揮
さ
れ
、
選
挙
が
公
明
か

つ
適
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
あ

ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
有
権
者

の
意
識
の
向
上
に
努
め
る
な
ど

大
き
く
貢
献
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
か
ら
の
信

頼
も
厚
く
、
昭
和
五
十
六
年
か

ら
平
成
十
六
年
ま
で
の
永
き
に

亘
り
、
民
生
児
童
委
員
と
し

て
、
地
域
振
興
と
住
民
福
祉
の

向
上
に
も
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

伊
　
藤
　
泰
　
修
　
氏

（
栄
浜
・
七
十
一
歳
）

自
治
功
労

　

学
業
を
終
え
ら
れ
る
と
、
農

業
に
従
事
し
、
畑
作
を
中
心
と

し
た
経
営
を
営
み
、
常
に
生
産

性
の
向
上
と
農
業
経
営
の
安
定

に
努
め
ら
れ
、
平
成
十
一
年
七

月
よ
り
町
農
業
委
員
会
委
員
、

平
成
二
十
年
七
月
よ
り
同
会
長

と
し
て
、
豊
か
な
経
験
と
優
れ

た
指
導
力
を
発
揮
し
、
地
域
産

業
の
振
興
発
展
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
九
年
か
ら
町
交

通
安
全
指
導
員
と
し
て
、
十
六

年
の
永
き
に
亘
り
、
社
会
奉
仕

の
精
神
に
徹
し
、
交
通
安
全
運

動
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
、
交
通

事
故
防
止
に
も
大
き
く
寄
与
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

鈴
　
木
　
昌
　
夫
　
氏

（
姫
川
・
六
十
八
歳
）

自
治
功
労

　

学
業
を
終
え
ら
れ
る
と
同
時

に
大
工
を
志
し
、
以
来
半
世
紀

以
上
の
永
き
に
亘
り
、
建
築
技

術
の
向
上
と
当
町
の
建
設
業
の

振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
、
健
全

経
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
後

継
者
の
育
成
指
導
に
も
積
極
的

に
取
り
組
み
、
昭
和
五
十
九
年

に
有
限
会
社
阿
部
建
設
を
設
立

し
、代
表
取
締
役
に
就
任
さ
れ
、

町
内
を
代
表
す
る
企
業
と
し
て

発
展
さ
せ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
乙
部
町
商
工
会
工
業

水
産
部
会
副
部
会
長
を
務
め
、

商
工
業
団
体
の
指
導
的
立
場
に

あ
っ
て
、
町
の
商
工
業
の
育
成

発
展
と
経
営
の
近
代
化
に
も
尽

力
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

阿
　
部
　
忠
　
治
　
氏

（
緑
町
・
七
十
八
歳
）

産
業
功
労

　

漁
業
協
同
組
合
婦
人
部
の
活

動
に
参
画
し
、
身
近
な
課
題
か

ら
女
性
の
資
質
を
高
め
る
た
め

の
活
動
に
率
先
し
て
取
り
組
ま

れ
、
平
成
十
五
年
か
ら
平
成

二
十
四
年
ま
で
の
九
年
間
、
ひ

や
ま
漁
業
協
同
組
合
女
性
部
乙

部
支
部
長
と
し
て
、
常
に
明
る

く
地
域
で
活
動
す
る
こ
と
を
意

識
し
、
実
践
し
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
海
の
環
境
保
全
の
た

め
の
植
樹
活
動
に
積
極
的
に
参

加
す
る
と
と
も
に
、
卓
越
し
た

指
導
力
を
も
っ
て
永
年
に
亘

り
、
地
域
に
お
け
る
女
性
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

平
成
二
年
か
ら
町
交
通
安
全

指
導
員
と
し
て
、
二
十
五
年
余

り
の
永
き
に
亘
り
、
社
会
奉
仕

の
精
神
に
徹
し
、
交
通
安
全
運

動
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
る
と
と

も
に
、
街
頭
指
導
及
び
交
通
法

規
の
遵
守
等
を
呼
び
か
け
、
後

継
交
通
安
全
指
導
員
の
育
成
・

助
長
に
尽
力
し
、
交
通
事
故
防

止
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
か
ら
の
信

頼
も
厚
く
、
第
一
緑
町
自
治
会

副
会
長
、
同
会
長
の
要
職
を
歴

任
さ
れ
、
そ
の
優
れ
た
識
見
の

下
に
、
町
行
政
の
振
興
発
展
に

大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

工
　
藤
　
洋
　
子
　
氏

深
　
川
　
　
　
昭
　
氏

（
緑
町
・
七
十
歳
）

（
緑
　
町
・
七
十
一
歳
）

産
業
功
労

生
活
文
化
功
労
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地
域
の
女
性
会
活
動
に
参
画

し
、
健
康
や
子
育
て
な
ど
の
身

近
な
課
題
か
ら
女
性
の
資
質
を

高
め
る
た
め
の
女
性
教
育
の
基

礎
学
習
の
推
進
に
率
先
し
て
取

り
組
み
、
平
成
十
一
年
よ
り
町

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
副
会

長
、
平
成
十
五
年
か
ら
同
会
長

を
務
め
、
地
域
に
お
け
る
女
性

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
大
き
く
貢
献

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
十
六
年
十
一
月

よ
り
社
会
教
育
委
員
と
し
て
卓

越
し
た
指
導
力
を
持
ち
、
青
少

年
の
健
全
育
成
や
家
庭
教
育
等

に
積
極
的
に
提
言
し
、
自
ら
進

ん
で
生
涯
学
習
を
実
践
さ
れ
る

な
ど
、
社
会
教
育
の
振
興
発
展

に
大
き
く
寄
与
さ
れ
て
お
り
ま

す
。 今

　
井
　
琴
　
音
　
氏

（
緑
町
・
六
十
九
歳
）

教
育
功
労

　

昭
和
五
十
年
に
釧
路
市
で
水

産
加
工
業
笹
谷
商
店
を
創
業
さ

れ
、
昭
和
五
十
八
年
に
（
株
）

マ
ル
サ
笹
谷
商
店
と
し
て
事
業

拡
大
し
、
全
国
有
数
の
水
産
加

工
の
企
業
と
し
て
育
て
上
げ
、

現
在
同
社
会
長
に
就
任
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
乙
部
町
町
制
施
行

五
十
周
年
を
祈
念
す
る
と
と
も

に
一
層
の
振
興
発
展
を
願
い
、
多

額
の
現
金
を
寄
附
さ
れ
、
町
政

の
推
進
に
大
き
く
寄
与
し
、
そ

の
功
績
は
誠
に
大
で
あ
り
ま
す
。

　

特
に
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
も

強
く
、
需
要
拡
大
に
対
応
す
る

た
め
、
平
成
二
十
六
年
四
月
に

生
ま
れ
故
郷
の
乙
部
町
で
工
場

を
稼
動
さ
せ
、
従
業
員
約
七
十

名
を
超
え
、
町
内
の
雇
用
の
場

と
し
て
、
大
き
く
貢
献
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

笹
　
谷
　
正
　
幸
　
氏

（
釧
路
市
・
六
十
七
歳
）

善
行
表
彰

　

九
月
六
日
、
町
制
施
行
五
十
周
年

記
念
事
業
「
す
こ
や
か
ロ
ー
ド
を
歩

こ
う
！
in
お
と
べ
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

リ
レ
ハ
ン
メ
ル
五
輪
金
メ
ダ
リ
ス

ト
の
阿
部
雅
司
氏
を
講
師
と
し
て
迎

え
、
町
内
外
か
ら
愛
好
会
の
会
員
や

ス
タ
ッ
フ
も
合
わ
せ
て
百
六
十
七
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

生
命
の
泉
コ
ー
ス
（
約
6.0
㎞
）、

元
和
台
コ
ー
ス
（
約
4.4
㎞
）、
さ
ざ

な
み
コ
ー
ス
（
約
3.0
㎞
）
の
三
つ
が

用
意
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
ペ
ー

ス
に
合
わ
せ
て
、
乙
部
町
の
景
色
を

眺
め
な
が
ら
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

約
一
時
間
か
け
て
ゴ
ー
ル
す
る
と
、

完
歩
証
が
授
与
さ
れ
、
お
楽
し
み
抽

選
会
で
は
、
お
米
や
は
ち
み
つ
等
乙

部
の
特
産
品
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

阿
部
氏
に
よ
る
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

を
し
て
身
体
を
休
め
た
後
は
、
町
食

改
善
委
員
が
心
を
込
め
て
作
っ
た
、

檜
山
産
の
ホ
ッ
ケ
と
乙
部
産
の
ジ
ャ

ガ
イ
モ
を
使
っ
た
三
平
汁
で
お
腹
を

　

八
月
二
十
八
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ひ
ま
わ
り
乙
部
事
業
所
の
メ
ン

バ
ー
十
四
人
が
地
域
の
ゴ
ミ
拾
い

を
行
い
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ま
わ
り
で
は
、

定
期
的
に
二
時
間
ほ
ど
事
業
所
周

辺
の
町
内
を
回
り
、
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
、
空
き
缶
つ
ぶ
し
を
し

て
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
、
環
境

づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

函
館
、
乙
部
、
黒
松
内
に
あ
る

各
就
労
継
続
支
援
事
業
所
で
は
、

利
用
者
の
み
な
さ
ん
が
自
立
し
た

日
常
生
活
・
社
会
生
活
を
営
む
事

が
出
来
る
よ
う
、
知
識
や
能
力
の

向
上
の
た
め
に
必
要
な
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。

満
た
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
車
で
走
り
慣
れ
た

道
も
、
歩
く
と
景
色
が
違
っ
て
見
え

ま
し
た
。
知
っ
て
い
る
つ
も
り
の
町

内
も
新
し
い
発
見
が
あ
り
新
鮮
で
し

た
」「
風
景
を
感
じ
な
が
ら
歩
い
た

後
の
三
平
汁
は
最
高
」
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
通
し
て
充
実
し
た
日
を
過
ご
し
ま

し
た
。

乙
部
を
五
感
で
感
じ
て

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

み
ん
な
で
地
域
を
き
れ
い
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

ひ
ま
わ
り
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九
月
二
十
一
日
の
敬
老
の
日
に
ち
な
み
、
九
月
中

に
は
町
内
各
地
区
で
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

敬
老
会
は
、
長
寿
を
祝
う
と
と
も
に
、
多
年
に
わ

た
り
社
会
に
献
身
し
て
き
た
お
年
寄
り
に
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
、
自
治
会
や
女
性
会
が
中
心
と
な
っ

て
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
お
年
寄
り
に
と
っ
て

毎
年
楽
し
み
な
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

各
地
域
で
は
、
参
加
す
る
お
年
寄
り
に
喜
ん
で
も

ら
お
う
と
、
お
祝
い
に
は
欠
か
せ
な
い
、
そ
う
め
ん

な
ど
の
手
作
り
料
理
や
、
歌
・
踊
り
な
ど
の
余
興
で

お
年
寄
り
を
も
て
な
し
て
い
ま
し
た
。

　

年
々
少
し
ず
つ
対
象
者
が
増
え
る
中
、
会
場
を
豪

華
に
飾
り
つ
け
た
り
、
お
祭
り
の
雰
囲
気
に
し
た
り

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
様
々
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
笑

顔
の
あ
ふ
れ
る
会
場
で
は
、
お
互
い
の
健
康
を
祝
し

あ
い
、
素
敵
な
一
日
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
姫
川
・
旭
岱
・
千
岱
野
地
区
敬
老
会
が
十

月
四
日
、
栄
浜
地
区
敬
老
会
が
十
月
十
一
日
に
開
催

さ
れ
ま
す
。

長
寿
の
源
は
笑
顔
が
一
番

―
各
地
区
で
敬
老
会
開
催
―

本町地区

鳥山地区

元町地区

三ツ谷地区

豊浜地区

元和地区

豊浜地区
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慶 祝　長 寿 番 付
東

番　付
西

氏　　名 年齢 氏　　名 年齢
宮　﨑　ハ　ナ 104 横　綱 羽　原　ト　モ 100
梅　川　チ　カ 99 大　関 坂　本　かず子 98
佐　野　ウ　メ 98 関　脇 大　瀧　キ　ノ 98
金　澤　イ　ト 98 小　結 館　　　ミサホ 97
笹　森　キ　ヨ 97 前　頭 山　口　キ　ノ 97
大久保　俊　郎 97 前　２ 米　坂　キ　ヨ 97
町　中　コハギ 97 前　３ 菅　野　キ　ナ 96
新　川　キ　ク 96 前　４ 三　上　藤　雄 96
野々村　喜一郎 96 前　５ 仲　尾　タカヨ 96
坪　田　さ　い 95 前　６ 中　村　イ　ト 95
増　川　ゆ　う 95 前　７ 松　浦　フ　サ 95
羽　田　はちよ 95 前　８ 田　村　サ　タ 95
佐　藤　キミヱ 95 前　９ 萬　木　ツ　ヤ 94
田　畑　トキヨ 94 前１０ 中村　千代太郎 94
森　山　ミツヱ 94 前１１ 小　川　フ　ミ 94
井　　　スツヱ 94 前１２ 新　岡　ツルエ 94
岩　井　正　子 94 前１３ 村　上　信　一 93
阿　部　喜一郎 93 前１４ 三　木　チ　イ 93
和　賀　キ　ヨ 93 前１５ 櫻　井　ヨシエ 93
羽　原　吉三郎 93 前１６ 櫻　井　ミ　ヨ 93
南　部　マチエ 93 前１７ 野　坂　タ　ネ 93
寺　澤　テ　ル 93 前１８ 佐々木　ツ　ヨ 93
三　浦　ト　ワ 93 前１９ 小　田　ヤ　エ 93
石　山　きく江 93 前２０ 田　森　チ　ヨ 93
笹　谷　シ　ゲ 92 前２１ 佐　藤　り　ゑ 92
工　藤　ユ　キ 92 前２２ 花　谷　キミヱ 92
山　本　信　吉 92 前２３ 由　利　ア　ツ 92
中　野　ヤスミ 92 前２４ 石　中　ア　イ 92
阿　部　誠　悦 92 前２５ 近　藤　よ　つ 91
山　本　カツヨ 91 前２６ 麓　　　千代次 91
山　本　テ　ツ 91 前２７ 服　部　チ　セ 91
波　多　ミサヲ 91 前２８ 澤　田　 　一 91
上　戸　ミユキ 91 前２９ 浅　野　トシヨ 91
野々村　ミツヱ 91 前３０ 青　木　満理子 91

※ 平成27年9月21日（敬老の日）時点での年齢
※ 前頭30まで

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
お
と
べ

荘
で
、
八
月
二
十
三
日
、
お
と
べ

荘
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
、
入
荘
者

や
家
族
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
約

二
百
四
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
夏
祭
り
は
入
荘
者
と
家
族

の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
設
け
る
こ
と

で
、
家
庭
で
一
緒
に
居
る
よ
う
な

時
間
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
十

一
回
目
。

　

当
日
は
宗そ
う

家け 

石
川
流 

義よ
し

野や

会か
い

函
館
支
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
津
軽

手
踊
や
、
カ
ラ
オ
ケ
が
行
わ
れ
た

他
、
お
で
ん
や
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ

な
ど
の
出
店
が
並
び
、
家
族
と
一

緒
に
ご
は
ん
を
食
べ
て
会
場
は
和

や
か
な
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
縁
日
の
よ
う
な
雰
囲
気

で
手
作
り
の
さ
か
な
釣
り
や
、
わ

た
飴
が
配
ら
れ
、
家
族
と
一
緒
に

楽
し
み
、
日
頃
面
会
の
少
な
い
遠

方
の
家
族
も
お
互
い
に
元
気
な
姿

を
見
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
を
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
会
の
根
室
乙
友

会
会
長
の
石
中
勇
三
郎
さ
ん

か
ら
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
お
と
べ
荘
へ
、
新
鮮
な
旬

の
サ
ン
マ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
贈
ら
れ
て
い
る
も
の

で
、
入
荘
者
、
職
員
の
皆
さ

ん
は
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。

夏
祭
り
は
家
族
と
一
緒
に

根
室
乙
友
会

ふ
る
さ
と
に
サ
ン
マ
の

プ
レ
ゼ
ン
ト

本町地区

鳥山地区

元町地区
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乙
部
町
生
き
が
い
交
流
セ
ン

タ
ー
で
八
月
二
十
七
日
、
子
育

て
サ
ー
ク
ル
の
子
供
縁
日
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

親
子
同
士
の
交
流
を
深
め
る

子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
、
す
く
す

く
広
場
と
ひ
よ
こ
サ
ー
ク
ル
、

ピ
ヨ
ピ
ヨ
広
場
が
合
同
で
開
催

し
た
も
の
で
、
生
後
二
ヵ
月
以

上
の
幼
児
と
保
護
者
二
十
四
人

が
手
作
り
の
縁
日
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

模
擬
店
で
は
お
も
ち
ゃ
の
金

魚
す
く
い
や
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、

輪
投
げ
、
ボ
ー
リ
ン
グ
等
の
七

種
類
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
乙
部
音
頭
や
ブ
ン

ガ
チ
ャ
節
、
お
は
や
し
が
流
れ
、

甚
平
や
半
て
ん
を
着
て
い
る
子

も
居
て
本
格
的
な
お
祭
の
雰
囲

気
の
中
、
か
き
氷
の
サ
ー
ビ
ス

も
あ
り
、
子
供
た
ち
は
喜
ん
で

食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
お
も
ち
ゃ
の
車
を

引
っ
張
る
ゲ
ー
ム
も
行
わ
れ
、

親
子
一
緒
に
夏
祭
り
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
今

年
の
指
標
が
九
月
の
町
議
会
へ
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
算
定
の
結
果
は

す
べ
て
基
準
を
下
回
り
、
町
の
財

政
の
健
全
性
は
確
保
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

財
政
健
全
化
法
と
は
、
地
方
公

共
団
体
の
財
政
破
綻
を
未
然
に
防

ご
う
と
、
健
全
化
判
断
比
率
に
よ

り
財
政
状
況
を
把
握
し
て
、
悪
化

し
た
団
体
に
対
し
て
は
早
期
に
健

全
化
を
促
そ
う
と
い
う
法
律
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
指
標
に
は
、「
早
期

健
全
化
基
準
」
と
「
財
政
再
生
基

準
」
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
超
過
す

る
と「
財
政
健
全
化
計
画
」や「
財

政
再
生
計
画
」
を
策
定
し
健
全
な

財
政
運
営
を
目
指
す
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
公
営
企
業
の
経
営

健
全
化
基
準
と
し
て
「
資
金
不
足

比
率
」
が
あ
り
ま
す
。

○
実
質
赤
字
比
率
と
は
…

　

一
般
会
計
等
の
赤
字
の
程
度
を

指
標
化
し
た
も
の
で
、
当
町
で
は

発
生
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

○
連
結
実
質
赤
字
比
率
と
は
…

　

す
べ
て
の
会
計
の
赤
字
額
と
黒

字
額
を
合
算
し
、
地
方
公
共
団
体

と
し
て
の
赤
字
の
程
度
を
指
標
化

し
た
も
の
で
、
当
町
で
は
発
生
し

て
お
り
ま
せ
ん
。

○
実
質
公
債
費
比
率
と
は
…

　

借
入
金
（
公
債
費
）
の
返
済
額

や
こ
れ
に
乗
じ
る
も
の
の
額
の
大

き
さ
を
指
標
化
し
財
政
負
担
の
程

度
を
示
す
も
の
で
、
当
町
で
は

四
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お

り
、
早
期
健
全
化
基
準
の
二
十
五

パ
ー
セ
ン
ト
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
五
年
度
実
質

公
債
比
率
に
つ
い
て
五
・
一
パ
ー

セ
ン
ト
か
ら
四
・
七
パ
ー
セ
ン
ト

に
修
正
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

○
将
来
負
担
比
率
と
は
…

　

地
方
公
共
団
体
の
一
般
会
計
の

借
入
金（
公
債
費
）や
将
来
支
払
っ

て
い
く
可
能
性
の
あ
る
負
担
等
の

程
度
を
指
標
化
し
、
将
来
財
政
を

圧
迫
す
る
可
能
性
が
高
い
か
ど
う

か
を
示
す
も
の
で
、
当
町
で
は
発

生
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

乙
部
町
の
各
指
標
は
次
の
と
お

り
で
す
。

親
子
で
縁
日
楽
し
い
ね

す
べ
て
の
判
断
指
標
で

財
政
の
健
全
性
を
確
保

●平成26年度　健全化判断比率

●平成26年度　公営企業に係る資金不足比率

（単位：％）

（単位：千円、％）

区　　　分 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

標準財政規模
2,379,214
千円

乙 部 町 の 比 率 － － 4.1 －
早 期 健 全 化 基 準 15.00 20.00 25.0 350.0 
財 政 再 生 基 準 20.00 30.00 35.0 

区　分 特別会計名 資金不足・剰余額 資金不足比率 経営健全化基準
法 適 用 国民健康保険病院事業会計 281,202 －

20.0 法不適用 簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 1,807 －
法不適用 公共下水道事業特別会計 3,492 －
法不適用 漁業集落排水事業特別会計 2,780 －
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● 平成２７年１０月以降順次、住民票に記載されている住所地に、ご自身のマイナンバーが記載された
　『通知カード』が簡易書留で送付されます。
●通知カードが届いたら・・・
　　　　　　　　　　　　　　①書留の中身を確認してください。

　　　　　　　　　　　　　　　以下の４つが入っているか確認してください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　⑴宛名台紙
　　　　　　　　　　　　　　　　　⑵通知カード＋個人カード交付申請書等（世帯人数分同封）
　　　　　　　　　　　　　　　　　⑶説明用パンフレット
　　　　　　　　　　　　　　　　　⑷個人番号カード申請書の返信用封筒
　　　　　　　　　　　　　　②内容の確認をしてください。

　　　　　　　　　　　　　　　 　念のため、氏名や住所、生年月日等の記載事項に誤りがないか確認してく
ださい。

　　　　　　　　　　　　　　③大切に保管してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　マイナンバーは一生変更されない固有の番号です。
　 　通知カードは、平成２８年１月から、各種手続きにおいて、本人確認とともに、個人番号の記載・確認を

求められたり、個人番号カードを受ける際にも返却が必要となりますので、受け取られた通知カードは大切
に保管して下さい。

●個人番号カードを無料で取得できます。
　 　個人番号カードは通知カードの送付時に同封されている交付申請書を提出した方にのみ発行され、平成

２８年１月から交付開始されます。
　 　ＩＣチップに記録されている電子証明書を用いて、確定申告の電子申告（e-Tax）等の電子申請が行える

ようになります。　
　　※これまでの住基カードに変わるものですので、住基カードと重複して所持することは出来ません。
●法律で定められた目的以外で、マイナンバーを利用したり、他人に提供したりすることは、禁じられています。
　 　マイナンバーは、民間業者でも、社会保障・源泉徴収事務など法律で定められた範囲に限り利用すること

ができますが、他人のマイナンバーを不正に入手したり、正当な理由無く他人に提供すると法律により処罰
されることがあります。

●マイナンバー制度を悪用した詐欺にくれぐれもご注意願います。
　 　マイナンバーに関して、国や自治体などからお電話をすることはありませんので、こうしたことには、特

に注意してください。
　　　☆電話でマイナンバー（個人番号）を聞き出そうとする　　 ⇒　絶対に教えない！
　　　☆マイナンバーに関しての料金支払等の電話や請求書がきた ⇒　絶対に払わない！

平成２７年１０月５日から
マイナンバー制度がスタート

マイナンバーに関するお問い合わせ
総務課総務係 又は 町民課住民係　電話番号：62-2311
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年齢により、申込み先・接種方法・料金が異なりますのでご注意下さい。
実施期間 　　１０月２０日（火）～１２月２５日（金）

会　　場 　　乙部町国民健康保険病院
　　　　　　　受付時間　午前８時３０分～１１時、午後１時～３時

申 込 み 　　１０月１日（木）から受付
　　　　　　　申込み先
　　　　　　　　　下記①②の方乙部町役場　町民課保健衛生係（６２－２３１１）
　　　　　　　　　お申込み後、役場より接種のご案内、問診票、注意事項を送付します。
　　　　　　　　　下記③の方乙部町国民健康保険病院（６２－２３３１）

①生後６か月～中学生の方　※H27年度より接種料金の一部を助成します。

個人負担金

１回目　２，２００円　　　２回目　1, ５００円
※生後６か月以上～１３歳未満：２回接種　　１３歳以上：１回接種
　 小中学生で受付時間内に受診できない方は、午後４時からの診察を下記の日程で実

施します。（各30名程度）
※下記以外の時間外診療は、原則受け付けません。　
　10/29（木）、11/7（火）、12/2（水）、12/16（水）
※接種料金1回目 3,700円・2回目 3,000円のうち、町より1,500円助成します。
※国保病院以外の医療機関で接種する場合は、原則全額自己負担となります。
※生活保護世帯の方は、個人負担金が異なりますので申込み時にお申し出下さい。

②６５歳以上の方

個人負担金

１回接種　２, ２００円
※ 原則、国保病院で接種する場合のみ助成します。他の医療機関に入院、もしくは施

設に入所している場合は助成対象となります。
※接種料金3,700円のうち、町より1,500円を助成します。
※生活保護世帯の方は、個人負担金が異なりますので申込み時にお申し出下さい。

③高校生～６４歳以下の方　
接 種 料 金 １回接種　３, ７００円　（乙部町国保病院で接種する場合）

※�申込予約をしても、１２月２５日までに接種されない方はキャンセルとなりますので、あらかじめご
了承ください。
※�今シーズンのインフルエンザワクチンより、インフルエンザ株が３種類→４種類に増量したため、ワ
クチンの接種料金が値上がりしました。
●ご不明な点等がありましたら、
　　乙部町役場町民課保健衛生係　　電話　６２－２３１１
　　乙部町国民健康保険病院　　　　電話　６２－２３３１　　までお電話ください。

【場　所】ゆりの里活性化センター（鳥山）
【時　間】午後7時～ 8時30分　10月23日（金）、11月6日（金）、11月20日（金）、12月4日（金）
【対　象】運動不足を解消したい方！子供と一緒もOK！男性の参加も増えてます！
申し込みは不要ですので、直接会場にお越しください。※内履き・タオル・飲用水 要持参
講　　師：フィットネススタジオ�ジョイ�インストラクター�蛯沢�亮太�氏
お問合せ：乙部町役場町民課保健衛生係　電話�62-2311

☆今年も始まります！☆
筋肉を鍛えて、体脂肪が燃焼しやすいカラダをつくる！
『燃えろ！〝ボクササイズ″と〝コアトレーニング″』

インフルエンザ予防接種のご案内

カラダうれしい講座
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10月のカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

 9
   27

 9
   28

 9
   29

 9
   30 1 可燃ごみ

②地区 2 可燃ごみ
①地区 3

お達者ぴんしゃん教室
(ケア 午前10時～ )
町制施行50周年記念式典
平成27年度乙部町表彰式
(公民 午前11時～ )
ヒブワクチン予防接種
(国保 午後1時30分～ )
不活化ポリオ予防接種
(国保 午後1時30分～ )

4 5 可燃ごみ
②地区 6 可燃ごみ

①地区 7 不燃ごみ
②地区 8 可燃ごみ

②地区 9 可燃ごみ
①地区 10

休日当番医
道立江差病院

秋のクリーン作戦
（町内全域）
乙部中学校光濤祭
(乙中 午前8時50分～ )

就学時健康診断
(町館 午後１時30分～ )

よい子の歯科検診
(緑寿 午前9時～ )

すくすく広場
(つ保 午前9時30分～ )
町民歩け歩け大会
(町体 午前10時～ )

11 12 体育の日 13 可燃ごみ
①地区 14 不燃ごみ

①地区 15 可燃ごみ
②地区 16 可燃ごみ

①地区 17
休日当番医
勤医協診療所

おとべカップミニバス
ケットボール大会
(町体 午前９時～ )

休日当番医
道立江差病院

骨髄バンク登録日、肝炎ウイ
ルス検査日、HTLV-1検査日
(江保)

四種混合予防接種
(国保 午後1時30分～ )

お達者ぴんしゃん教室
(ケア 午前10時～ )
健康相談
(ゆ里 午後１時30分～ )

ぴよぴよ広場
(ケア 午前10時～ )

18 19 可燃ごみ
②地区 20 可燃ごみ

①地区 21 不燃ごみ
②地区 22 可燃ごみ

②地区 23 可燃ごみ
①地区 24

休日当番医
道立江差病院

各小学校学習発表会

女性の健康相談
(江保 午後1時～ )
こころの健康相談
(江保 午後3時～ )

赤ちゃん相談・健診
(ケア 午後1時～ )
サロン「とよはな」
(豊セ 午後1時～ )
ブックスタート
(ケア 午後1時～ )

健康相談
(三愛 午前9時～ )
(三研 午前9時40分～ )
カラダうれしい講座
(ゆ里 午後7時～ )

南部檜山清掃センター
は機械点検整備のため
休業となります。

みたい！よみたい！絵本とかみしばい！
(公民 午前10時～ )

25 26 可燃ごみ
②地区 27 可燃ごみ

①地区 28 不燃ごみ
①地区 29 可燃ごみ

②地区 30 可燃ごみ
①地区 31

休日当番医
乙部町国保病院

つくし保育園おゆうぎ会
(公民 午前8時45分～ )

肺炎球菌ワクチン予防接種（小児）
(国保 午後1時30分～ )
水痘ワクチン予防接種
(国保 午後1時30分～ )
骨髄バンク登録日、肝炎ウイ
ルス検査日、HTLV-1検査日
(江保)

すくすく広場・ひよこサークル合同
(交流 午前10時～ )

姫川おしゃべりサロン
(姫ふ 午後1時～ )

親子クッキング
(栄ふ 午前10時～ )

会
場
・
場
所
省
略

(つ保) つくし保育園 (ゆ里) ゆりの里活性化センター (姫ふ） 姫川ふれあいセンター
(国保) 国保病院 (江保) 江差保健所 (公民) 公民館
(町体) 町民体育館 (三愛) 三ツ谷愛郷会館 (乙中） 乙部中学校
(ケア) ケアセンターおとべ (三研) 三ツ谷研修会館 (町館） 町民会館
(豊セ) とよはま地区センター (栄ふ) 栄浜ふれあいセンター
(交流) 生きがい交流センター (緑寿) 緑町寿の家

ごみ収集の略称　①地区・・・滝瀬、元町１、元町２、緑町１、緑町２
　　　　　　　　②地区・・・豊浜、花磯、潮見、三ツ谷、元和、栄浜、鳥山、館浦、温泉団地、富岡、千岱野、姫川、旭岱

※１　骨髄バンク登録日、肝炎ウィルス検査日、ＨＴＬＶ－１検査日は事前予約が必要です。　江差保健所（℡52-1053）

乙部小　午前8時30分～
栄浜小　午前9時～
明和小　午前9時～

�
�
�
�

�
�
�
�
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教
育
委
員
会
だ
よ
り

第307号

明
る
く
元
気
で
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り

 

九
月
一
日
、
全
地
区
合
同
の
高

齢
者
大
学
で
町
内
視
察
研
修
を
実

施
し
ま
し
た
。
各
地
区
高
齢
者
大

学
で
は
、
函
館
市
な
ど
町
外
視
察

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
い
つ
も
身

近
に
見
て
い
て
も
普
段
登
る
機
会

が
な
い
乙
部
岳
か
ら
の
景
色
を
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
企
画
し
た
も

の
で
、
参
加
者
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

に
分
乗
し
乙
部
岳
山
頂
へ
向
い
ま

し
た
。
山
道
を
一
時
間
か
け
て
登

り
、
標
高
一
，
〇
一
七
ｍ
の
山
頂

展
望
台
で
は
、
日
本
海
側
・
噴
火

湾
側
の
両
方
を
見
渡
す
こ
と
が
で

き
る
三
六
〇
度
の
眺
望
に
会
話
を

弾
ま
せ
な
が
ら
堪
能
し
て
い
る
よ

う
で
し
た
。

　

下
山
後
、
笹
谷
水
産
直
売
所
の

釧
之
助(

館
浦)

と
緑
町
温
泉
足
湯

も
見
学
し
、
釧
之
助
で
は
様
々
な

水
産
物
を
見
比
べ
な
が
ら
買
い
物

を
楽
し
み
、
源
泉
か
け
流
し
の
足

湯
で
は
疲
れ
を
癒
し
く
つ
ろ
い
で

い
る
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。

三
六
〇
度
の
パ
ノ
ラ
マ
堪
能

～
高
齢
者
大
学
町
内
視
察
～

従
六
位
・
瑞
宝

双
光
章
を
授
与

元
プ
ロ
野
球
選
手
か
ら
学
ぶ

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
野
球
教
室

 

昭
和
六
十
二
年
か
ら
平
成
二
年

ま
で
明
和
中
学
校
長
と
し
て
赴
任

し
、
六
月
七
日
に
逝
去
さ
れ
た
故

笠
原
壮
一
氏
に
従
六
位
・
瑞
宝
双

光
章
が
授
与
さ
れ
、
伝
達
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

笠
原
氏
は
、
昭
和
三
十
三
年
か

ら
平
成
二
年
ま
で
三
十
二
年
以
上

の
永
き
に
亘
り
、
教
育
者
と
し
て

小
中
学
校
教
育
の
充
実
に
情
熱
を

傾
け
、
児
童
生
徒
の
豊
か
な
心
と

た
く
ま
し
い
成
長
を
め
ざ
し
た
教

育
実
践
を
展
開
し
、
地
域
社
会
に

貢
献
す
る
幾
多
の
人
材
の
育
成
に

ご
尽
力
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

八
月
十
八
日
、
町
制
施
行
五
〇

周
年
記
念
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
第
四

弾
と
な
る
「
北
海
道
日
本
ハ
ム

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
野
球
教
室
」
が
町

民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
野
球
少

年
団
に
所
属
す
る
小
中
学
生
が
野

球
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

指
導
に
は
、
元
プ
ロ
野
球
選
手

で
現
在
は
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ア
カ
デ
ミ
ー

コ
ー
チ
と
し
て
後
進
を
育
成
す
る

牧
谷
宇
佐
美
氏
と
市
川
卓
氏
が
訪

れ
ま
し
た
。
始
め
に
、
ベ
ー
ス
ラ

ン
ニ
ン
グ
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
に

つ
い
て
、
常
に
次
の
ベ
ー
ス
を
狙

う
意
識
や
基
礎
基
本
の
練
習
の
大

切
さ
に
つ
い
て
教
わ
り
、
そ
の
後

の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
別
練
習
で
は
、
野

手
は
打
球
の
捕
り
方
や
足
腰
の
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
に
取
組

み
、
投
手
と
捕
手
は
フ
ォ
ー
ム
や

キ
ャ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
に
取
組
み
ま

し
た
。
最
後
の
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
練

習
で
は
、
一
人
ず
つ
元
プ
ロ
選
手

の
投
球
を
打
つ
こ
と
も
で
き
、
大

変
貴
重
な
経
験
を
積
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
「
基
本
を
忘
れ
ず
、

野
球
に
限
ら
ず
何
事
に
も
真
剣
に

打
ち
込
む
こ
と
が
大
事
」
と
ア
ド

バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し
た
。
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今
年
は
乙
部
が
村
か
ら
町
に

な
っ
て
ち
ょ
う
ど
五
十
年
。
乙
部

町
の
こ
の
五
十
年
間
は
昭
和
と
平

成
が
ほ
ぼ
半
々
に
な
り
ま
す
。
そ

の
頃
に
流
行
っ
た
懐
か
し
い
名
曲

を
聴
き
な
が
ら
、
昭
和
の
乙
部
に

思
い
を
馳
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

十
一
月
三
日
（
火
）

　

午
後
六
時
三
十
分
開
演（
六
時
開
場
）

と
こ
ろ　

町
民
会
館

入
場
料　

千
円（
中
学
生
以
下
無
料
）

　

昨
年
の
映
画
「
じ
ん
じ
ん
」
に

引
き
続
い
て
、
町
民
文
化
祭
で
映

画
会
を
行
い
ま
す
。
や
が
て
誰
に

で
も
訪
れ
る
老
い
、
そ
し
て
介
護

の
問
題
に
前
向
き
に
支
え
あ
っ
て

い
く
親
子
の
絆
の
物
語
。
深
刻
な

社
会
問
題
と
し
て
語
ら
れ
が
ち
な

介
護
や
認
知
症
で
す
が
、
新
し
い

切
り
口
か
ら
介
護
喜
劇
映
画
と
し

町
制
施
行
五
〇
周
年
記
念
文
化
事
業
の
お
知
ら
せ

昭
和
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
コ
ン
サ
ー
ト
・
映
画
会
「
ペ
コ
ロ
ス
の
母
に
会
い
に
行
く
」

図書室の新刊おすすめ紹介

昭
和
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア

コ
ン
サ
ー
ト

映
画
「
ペ
コ
ロ
ス
の

母
に
会
い
に
行
く
」

て
誕
生
し
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
笑

顔
と
愛
を
お
届
け
し
ま
す
。

と　

き　

十
一
月
十
三
日（
金
）

　

午
後
六
時
三
十
分
開
演（
六
時
開
場
）

と
こ
ろ　

公
民
館

入
場
料　

千
円（
中
学
生
以
下
無
料
）

（
※
コ
ン
サ
ー
ト
・
映
画
会
の
チ

ケ
ッ
ト
取
扱
は
役
場
総
務
課
、
公

民
館
な
ど
、
詳
細
は
折
込
み
チ
ラ

シ
で
ご
確
認
下
さ
い
。）

　

身
の
ま
わ
り
で
も
介
護
は
身
近

な
問
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

過
去
五
十
年
間
の
乙
部
町
の
人
口

推
移
な
ど
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　

町
制
施
行
の
一
九
六
五
（
昭
和

四
〇
）
年
は
九
，
一
八
八
人
で
し

た
が
、
五
十
年
後
の
今
年
三
月
三

十
一
日
現
在
で
は
四
，
〇
一
〇
人

と
半
分
以
下
に
ま
で
減
少
し
ま
し

た
。ま
た
、年
齢
区
分
別
に
見
る
と
、

年
少
人
口
（
０
～
14
歳
）、
生
産

年
齢
人
口
（
15
～
64
歳
）
は
右
肩

下
が
り
の
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
ま
す
が
、
老
年
人
口
（
65
歳

以
上
）
は
年
々
増
加
し
一
九
九
〇

（
平
成
二
）
年
に
は
年
少
人
口
を

上
回
り
、
現
在
の
高
齢
化
率
は
四

十
％
を
超
え
る
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
人
口
問
題
に
は
少
子

化
、
長
寿
化
や
就
職
な
ど
様
々
な

要
因
が
あ
り
、
今
で
は
日
本
全
体

の
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
の
音
楽
と
映
画
会
を
通
し

て
こ
の
五
十
年
を
振
り
返
る
と
共

に
、
今
後
の
乙
部
町
に
つ
い
て
考

え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

第２６回 町民歩け歩け大会
と　き 平成27年10月10日（土）10時～
ところ 町民体育館前集合
◎町制施行50周年を記念して、記念品を用意して
　お待ちしています♪みんなで歩いて健康作り！

『みたい！よみたい！絵本とかみしばい』
と　き　平成27年10月24日（土）10時～
ところ　公民館図書室
協　力　館浦婦人会読み聞かせの会

大会新記録が誕生！

伝統ある乙部の文化を見つめ、未来へ進もう

第41回檜山管内小中学生水泳競技大会

『第４８回乙部町民文化祭』

　8 月 30 日（日）、今金町において開催された水泳大会に
町内の児童生徒 20 名が出場し、2 種目において見事、大
会新記録が誕生しました。
　■中学全学年平泳ぎ 100 ｍ 1 分 19 秒 7 （大会新）
　■中学３年背泳ぎ 50 ｍ 32 秒 0 （大会新）
　　松原　海里（乙部中３年）

　芸術の秋に、今年も町民文化祭が開催されます。趣向を
凝らした作品展示をはじめ、芸能発表、各種バザーや映画
会など、皆さまのご来場をお待ちしています。
　11月13日(金)～15日(日)　作品展示

　　　13日(金) 映画「ペコロスの母に会いに行く」

　　　14日(土) 子どものコーナー

　　　　　　　　（読み聞かせ、アニメ上映など）

　　　15日(日) 芸能発表、各種バザー

【 一 般 向 け 】
●金魚姫 （萩原　浩）
●スカラムーシュ ･ムーン （海堂　尊）
●天空の蜂 （東野　圭吾）
●武士道ジェネレーション （誉田　哲也）
●砂の街路樹 （佐々木　譲）
●私がふたり （集英社）
●東京零年 （赤川　次郎）
●はじめてのデトックスウォーター基本のレシピ100 （齋藤　志乃）
●高校生にも読んでほしい安全保障の授業 （佐藤　正久）
●みんなの戦争証言 （双葉社）
●ドナルド･キーン著作者　第12巻 （ドナルド･キーン）

【幼児・児童向け】
●へいきの平太郎　稲生物怪物語 （寮　美千代）
●ちはやふる3・4 （末次　由紀）
●かいけつゾロリのようかい大うんどうかい （原　ゆたか）
●マーク･記号まるごと図鑑 （村越　愛策）
●こびと図鑑 （なばた としたか）
●こんなこいるかな1 ～ 9 （有賀　忍）
●はーはのはみがき （こやま こいこ）
●お～いシーモア！スペシャルなチャレンジミッケ！ （ｳｫﾙﾀｰ ･ｳｨｯｸ）
●おぼんぼんぼんぼんおどりの日   （ますだ ゆうこ）
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10月15日～10月31日は秋の全道火災予防運動期間です

　

十
月
の
運
転
免
許
更
新
時
講
習

の
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
10
月
6
日
（
火
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

一
般
運
転
者
講
習 

午
後
１
時
45
分

初
回
運
転
者
講
習 

午
後
３
時

▽
10
月
22
日
（
木
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

違
反
運
転
者
講
習 

午
後
１
時
45
分

運
転
免
許
証
の
更
新

お
済
み
で
す
か お 知 ら せ

乙部町国民健康保険病院　10月外来診療日程表 午前8:30 ～ 11:00
午後1:00 ～ 3:00診療受付時間

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

午
前

村
瀬

村
瀬 道

立
江
差
病
院

村
瀬

村
瀬

奈
良

村
瀬

村
瀬 勤

医
協
診
療
所

道
立
江
差
病
院

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬 道

立
江
差
病
院

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

奈
良

乙
部
町
国
保
病
院

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

奈
良

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

奈
良

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

午
後

村
瀬

野
村

野
村

奈
良

奈
良

奈
良

村
瀬

村
瀬

野
村

村
瀬

村
瀬

野
村

村
瀬

奈
良

奈
良

野
村

野
村

村
瀬

野
村

村
瀬

村
瀬

※　診療体制は変更になる場合があります。予め御了承ください。
※　 診療時間外・夜間等の受診は、救急医療体制を支えている医師の負担が増加します。地域の救急医療体制を維持するためにも、できる限り通常の診療

時間内に受診いただく等、適正受診にご協力お願いいたします。

「必ずチェック 最低賃金！ 使用者も、労働者も」
　北海道内で事業を営む使用者及びその事業場で働くすべての労働
者（臨時、パートタイマー、アルバイト等を含む。）に適用される
北海道最低賃金が次のとおり改定されます。

○ 最低賃金には、精皆勤手当、通勤手当、家族手当、臨時に支払わ
れる賃金及び時間外等割増賃金は算入されません。

○ 最低賃金額以上の賃金を支払わない場合は、最低賃金法違反とし
て処罰されることがあります。

○ 特定の産業（「処理牛乳・乳飲料、乳製品、糖類製造業」、「鉄鋼業」、
「電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械器
具製造業」、「船舶製造・修理業、船体ブロック製造業」）で働く労
働者には北海道の特定（産業別）最低賃金が適用されます。

厚生労働省　北海道労働局　労働基準監督署（支署）

■このような相談はありませんか。
　☆道路がでこぼこになっていて通行に支障がある。
　☆道路標識が分かりづらい、見えづらい。
　☆登記や社会保険について、聞きたいことがある。
　☆役所に相談したいがどこの窓口に行けばよいかわからない。
■行政相談委員は、あなたと行政を結ぶパイプ役です。
　・特設行政相談所の開設
　　 行政相談委員が、住民の皆さんからの行政に対する苦情や意見・

要望等の相談に応じます。相談は無料で秘密は厳守いたします。
　日時：１０月１９日（月） １３時３０分～１５時
　場所：元町　生きがい交流センター
　乙部町の行政相談委員は、
　　今井琴音さん（住所／乙部町字緑町703-2　電話 62-2727）
■函館行政評価分室でも常時、相談を受け付けています。
　「行政苦情110番」（電話 0570-090110）

無料調停相談のお知らせ

地域材活用住宅等リフォーム促進事業の受付について

日時：平成２７年１０月１５日（木） 午前１０時～午後３時
場所：江差町文化会館会議室（江差町茂尻町７１）
● 金銭、土地建物、サラ金、交通事故、離婚等家庭内親族間の紛争

について調停委員が相談に応じます。（相談の秘密は守られます。）
● 詳しいことは、江差簡易裁判所庶務課（５２－０１７４）にお問

い合わせください。

　平成27年4月1日以降に工事契約し、平成28年1月29日までに工事完
了・実績報告できる道産材を利用した住宅等のリフォームのうち、一
定の要件を満たすものについて、次のとおり商品券を交付します。

【申込受付期間】
　10月19日（月）～11月13日（金）
【申込・お問合せ先】
・北海道木材産業共同組合連合会
　〒060-0004　北海道札幌市中央区北4条西5丁目1番地　北海道林業会館3階
　電話：011-251-0683　ホームページ：http://www.woodplaza.or.jp
・北海道水産林務部林務局林業木材課　電話：011-204-5490

１０月１９日～２５日は行政相談週間です
－国の行政等に関する相談をお寄せください－

最低賃金額　時間額　７６４円

効力発生年月日　平成２７年10月８日

増改築工事（床・内装工事を除く） 床・内装

木材の利用量 交付金額（１棟当たり） 工事区分 交付単価（１㎡当たり）

５㎥以上１０㎥未満 ６０，０００円 床 ３，３００円／㎡

１０㎥以上１５㎥未満 １３０，０００円 内装 ２，３００円／㎡

１５㎥以上～ ２００，０００円 ※上限は合計で２０万円
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10月の診療予定です

10月は不正軽油防止強化月間です

ピロリ菌　～胃に住み着く悪い菌～ （その１）外来診療体制

整 形 外 科
午前 月から金曜日

（整形外来は、完全予約制となっています。受診される
方は予約が必要となりますので、事前にご連絡下さい。 
52-0036 内線112 電話での予約は13時から）

循 環 器 内 科 午前 月から金曜日
午後 月と金曜日

消 化 器 内 科 午前 月から金曜日
午後 火と水曜日（水曜日は14日.28日のみ）

呼 吸 器 内 科 午前 金曜日
午後 木曜日

外 科 午前 月から金曜日
小 児 科 午前 月から金曜日

泌 尿 器 科 午前 月から金曜日
午後 水曜日

精 神 科 午前 月から金曜日
午後 月曜日

産 婦 人 科 午前 月から金曜日

耳 鼻 咽 喉 科 午前 6日.7日.14日.15日.20日.21日.28日.29日
午後 7日.21日

眼 科 午前 8日.29日（予約以外の方は10時までに受付）
午後 14日.28日

皮 膚 科 午前 火曜日
神 経 内 科  2日.16日.23日

　診療科によって、曜日によって担当医が変わります御確認下さい。
　診療日は予定であり変更になる場合もあります。
　事前に病院にご確認の上、受診してください。

受 付 時 間 午前･･･ 8時00分～ 11時30分 
　　　 （初診の方は、9時00分～） 
午後･･･13時00分～ 14時30分

　こんにちは．最近少し涼しくなってきましたが，皆さんお
腹の調子はどうですか？
　最近，ピロリ菌という胃に住み着く菌が話題になっていま
す．一度は耳にしたことがある方も多いのではないでしょう
か？この菌が胃の中にいると，胃炎や胃潰瘍，そして胃癌の
原因になると言われています．通常，細菌の多くは胃の中の
強い酸によって死滅しますが，ピロリ菌は自分の周囲の酸を
中和することで，胃の中で生き延びます．生き延びたピロリ
菌は胃の粘膜上皮を刺激し，胃炎を起こし胃潰瘍の原因にも
なります．また，こういった胃炎の状態が長く続くことで，
粘膜の破壊と再生のサイクルが促進され，将来的にそこから
胃癌が出てくる可能性が高くなります．
　ピロリ菌がいるかどうか(感染しているかどうか)を調べる
ためにはまず，胃カメラ検査が必要です．胃カメラ検査で胃
炎がある場合はピロリ菌が感染しているかどうかを調べ，感
染している場合にピロリ菌の治療を行います．もし胃カメラ
検査で胃潰瘍や胃癌など他の病気が見つかった場合は，そち
らの治療を優先します．

消化器科医長�一色

☆看護職員募集のお知らせ：臨時および看護師職員を常時募集して
おります。５２－００３６（内線２０２）総看護師長 中野（離職
した方でも、正職員として再就職可能です。）薬剤師・診療放射線技
師も募集しております。

ねんきんの窓

　国民年金は、老後の生活や障害、死亡などのもしもの時にあなたの大きな支えとなります。保険料の納め忘れが続
くと、将来の年金を受け取ることができなくなるばかりか、障害年金や遺族年金を受け取れない場合があります。
　もしもの時に後悔することのないよう、保険料はきちんと納期内に納めましょう！（納期は翌月末です。納期から
２年を経過すると時効により納められなくなります。）

国民年金保険料の納付が困難なときは
　国民年金には、保険料納付が免除される制度や猶予される制度があります。納付が困難な方は役場の年金係で手続
きを行ってください。

納付が困難なときは ３０歳未満の方は 学生の方は
保険料免除制度 若年者納付猶予制度 学生納付特例制度

　本人・世帯主・配偶者の前年所得（１月か
ら６月までに申請される場合は前々年所
得）が一定額以下の場合には、申請により
保険料の納付が全額免除または一部納付

（３/ ４、１/ ２、１/ ４）になります。

　３０歳未満の方で本人・配偶者の前年所
得（１月から６月までに申請される場合は
前々年所得）が一定額以下の場合には、申
請により保険料の納付が猶予されます。

　学生の方で本人の前年所得（１月から３
月までに申請される場合は前々年所得）が
一定額以下の場合には、申請により保険料
の納付が猶予されます。

★ 平成26年4月からは、申請時点から2年1 ヵ月前までの期間について、遡って免除等を申請できるようになりました。
★ 保険料免除などの承認された期間（多段階免除承認期間において一部納付がない期間は除かれます。）は、老後に

年金を受け取るための資格期間に含まれるだけでなく、万一の時に、障害基礎年金や遺族基礎年金を受け取る資格
期間にも含まれます。

　 　また、失業された方は、離職票や雇用保険受給資格者証を添付すると、前年の所得に関係なく免除される特例も
あります。

国民年金保険料の納め忘れはありませんか

☆お問い合わせは・・・役場町民課年金係（電話６２－２３１１）☆
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編
　
集
　
後
　
記

間伐で未来につなぐ北の森
この用紙は、原材料の一部に道産間伐材を
使用しております。道産 間伐材使用

町 の 人 口
＝8月末現在＝

（ ）内は前月との比較増減
〈 〉内は３月末からの累計増減

世 帯 数 1,925（±０ ）〈- ５〉

人 口 3,991（- ９）〈-19 〉

男 1,839（- ６）〈-15 〉

女 2,152（- ３）〈- ４〉
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ホームページ　http://www.town.otobe.lg.jp

　

十
月
一
日
に
町
制
施
行
五
十
周
年
を

迎
え
、
記
念
誌
の
発
行
に
携
わ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
昔
の
広
報
や
町
史
年

表
を
見
る
と
、
乙
部
の
歴
史
が
良
く
わ

か
り
ま
し
た
。

　

今
か
ら
五
十
年
後
に
私
は
七
十
八
歳

に
な
り
ま
す
。
ど
ん
な
町
に
な
っ
て
い

る
の
か
想
像
も
つ
き
ま
せ
ん
…
。

　

ま
た
、
九
月
は
沢
山
の
笑
顔
を
見
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
各
地
区
敬
老
会

で
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

記
念
誌
表
紙
の
中
学
生
の
笑
顔
な
ど
な

ど
…
皆
さ
ん
と
っ
て
も
可
愛
く
て
写
真

を
選
ん
で
い
る
と
、
気
が
付
け
ば
自
分

の
顔
が
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
い
ま
し
た
。

10月は道民税〈第3期〉・国民健康保険税〈第4期〉の納期限です

　

地
域
の
良
さ
を
見
直
し
、
町
の

産
業
を
よ
り
高
め
る
た
め
に
は
、

地
元
で
採
れ
た
一
次
産
品
に
加
工

を
施
し
新
た
な
価
値
を
付
加
し
て

い
く
こ
と
が
一
つ
の
方
法
だ
と
思

い
ま
す
。

　

そ
ん
な
想
い
を
持
ち
な
が
ら
、

今
回
は
鳥
山
の
お
母
さ
ん
達
の
ト

マ
ト
ジ
ャ
ム
作
り
に
参
加
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

ト
マ
ト
は
鳥
山
の
温
泉
熱
を
利

用
し
て
ハ
ウ
ス
栽
培
を
行
っ
て
い

る
「
桃
太
郎
」
と
い
う
甘
味
の
あ

る
も
の
を
使
っ
て
い
て
、
ジ
ャ
ム

作
り
を
始
め
て
三
年
目
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
携
わ
っ
て
い
る
お
母

さ
ん
た
ち
は
手
慣
れ
た
様
子
で
ボ

イ
ル
し
た
ト
マ
ト
の
皮
を
む
き
、

種
を
取
り
除
い
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
ト
マ
ト
を
数
時
間
煮
立
た

せ
水
分
を
飛
ば
し
、
砂
糖
を
加
え

糖
度
計
で
計
り
、
同
じ
甘
み
を
出

す
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
レ
モ
ン
汁
を
入
れ
る
こ
と

で
甘
み
が
凝
縮
さ
れ
、
砂
糖
だ
け

の
甘
っ
た
る
い
も
の
か
ら
後
味
が

す
っ
き
り
し
た
美
味
し
さ
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

ジ
ャ
ム
と
言
え
ば
イ
チ
ゴ
や
オ

レ
ン
ジ
な
ど
、
フ
ル
ー
ツ
の
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
初

め
て
ト
マ
ト
ジ
ャ
ム
と
い
う
も
の

を
聞
い
た
時
は
ト
マ
ト
で
ジ
ャ
ム

が
作
れ
る
の
か
と
驚
き
ま
し
た
。

　

や
は
り
ト
マ
ト
は
野
菜
で
あ
る

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
実
際

に
食
べ
て
み
る
ま
で
は
半
信
半
疑

で
し
た
が
、
口
に
入
れ
た
瞬
間
ト

マ
ト
の
味
や
香
り
が
し
て
、
そ
の

後
に
ジ
ャ
ム
と
し
て
の
甘
さ
が
広

が
り
、
そ
の
美
味
し
さ
に
ま
た
驚

き
ま
し
た
。

　

買
っ
て
か
ら
、
一
週
間
も
経
た

ず
に
食
べ
切
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
美

味
し
か
っ
た
で
す
。

　

去
年
と
同
様
に
、
今
年
も
イ
ベ

ン
ト
の
時
な
ど
に
販
売
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
ト
マ
ト
ジ
ャ
ム
作
り

の
活
動
を
続
け
て
行
く
た
め
に
も

今
後
は
い
か
に
し
て
販
路
を
増
や

す
か
と
い
う
こ
と
が
課
題
で
あ
る

そ
う
で
す
。

　

僕
も
去
年
、
札
幌
の
地
下
歩
行

空
間
で
の
物
販
時
に
ト
マ
ト
ジ
ャ

ム
の
販
売
を
お
手
伝
い
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
が
、
や
は
り
多
く
の

人
に
そ
の
味
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
イ
ベ
ン
ト
の
時
な
ど
販

売
の
面
か
ら
協
力
し
て
い
き
、
い

か
に
し
て
売
り
だ
し
て
い
く
か
と

い
う
こ
と
を
意
識
し
て
活
動
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
産
業
振
興
担
当
　
井
尻
　
旭
美

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り
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大
川　

俊
文
さ
ん（
63
歳
）旭　

岱

竹
村　
　

斉
さ
ん（
53
歳
）滝　

瀬

石
山　

石
勝
さ
ん（
73
歳
）花　

磯

土
井　

治
幸
さ
ん（
80
歳
）姫　

川

小
野　
　

要
さ
ん（
91
歳
）栄　

浜

檜
山　

安
榮
さ
ん（
87
歳
）元　

和

松
原　

美み

波な
み

ち
ゃ
ん（
圭
他
・
樹
里
・
女
の
子
）
緑
町

８
月
15
日
～
９
月
14
日

　
こ
ん
に
ち
は

　
　
よ
ろ
し
く
ね

　
お
く
や
み

　
　
も
う
し
上
げ
ま
す

▽
ふ
る
さ
と
寄
附
と
し
て

　

Ｋ
・
Ｎ
さ
ん
（
東
京
都
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
万
円

　
あ
た
た
か
い
ご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

善
意
に
感
謝
し
ま
す

※
こ
の
欄
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、

　

届
出
の
際
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
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